
議 会 運 営 委 員 会 

令和4年 3月 17日（木） 

午前9時 15分～ 

開議   時   分 

閉議   時   分 

全員協議会室 

 

出 席 者 

〔委 員〕布施委員長、柳楽副委員長、 
肥後委員、三浦委員、沖田委員、足立委員、川上委員、串﨑委員、 
小川委員、牛尾委員 

〔議長団〕笹田議長、川神副議長 

〔委員外議員〕 
〔事務局〕古森局長、下間次長、近重書記 

 

議 題 

1  令和 4年 3月浜田市議会定例会議について 

⑴ 議会提出議案について 資料1 

ア 発議第3号 議案第38号 令和3年度浜田市一般会計補正予算（第14号）及

び議案第 24 号 令和 4 年度浜田市一般会計予算に対する附帯決

議に対する附帯決議について 

 

2  請願者等の意見陳述について 資料2 

 

 

 

 

3  その他 
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発議第 3 号 

 

議案第 38 号 令和 3 年度浜田市一般会計補正予算（第 14 号）及び議

案第 24 号 令和 4 年度浜田市一般会計予算に対する附帯決議について 

 

議案第 38 号 令和 3 年度浜田市一般会計補正予算（第 14 号）及び議案第

24 号 令和 4 年度浜田市一般会計予算に対する附帯決議を次のとおり、浜田

市議会会議規則第 13 条第 2 項の規定により提出する。 

 

 

  令和 4 年 3 月 17 日 提出 

 

予算決算委員会 

委員長   沖 田 真 治 
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議案第 38 号 令和 3 年度浜田市一般会計補正予算（第 14 号）及び 

 議案第 24 号 令和 4 年度浜田市一般会計予算に対する附帯決議 

 

 

「議案第 38 号 令和 3 年度浜田市一般会計補正予算（第 14 号）」及び「議

案第 24 号 令和 4 年度浜田市一般会計予算」執行については、次の事項に特

段の配慮をすべきであり、下記のとおり決議する。 

 

１.議案第 38 号 令和 3 年度浜田市一般会計補正予算（第 14 号）について 

（1）リハビリテーションカレッジ島根に対する支援について 

 経営基盤強化を目的としたものであることから、これからの社会動態を

捉え、事業及び学校経営の抜本的な見直しを求めるとともに、当該校の専

門的知見や人材が一層活用されるよう連携強化に努めること。 

（2）浜田駅周辺整備事業について 

 本市における鉄道交通の重要性を改めて確認した上で、鉄道事業者へサ

ービス提供の継続性を求めること。また、当該事業においては、事業費の

更なる圧縮と、可能な限り市内事業者への発注に努めること。加えて、事

業の進捗は議会に適切に報告すること。 

 

２.議案第 24 号 令和 4 年度浜田市一般会計予算について 

（1）長沢サブセンターの建設について 

 まちづくりセンター及びそれに付随する施設は、その機能が十分に発揮さ

れるものでなければならない。最少の経費で最大の効果が生まれるよう、現

案を基本に据えつつも、より最適な立地を再考すること。 

 

以上、決議する。 

 

令和 4 年 3 月 17 日 

 

                   浜 田 市 議 会 



資料1　請願者等の意見陳述について R4.3.17議会運営委員会資料

項目 山水海 超党みらい 創風会 公明クラブ

実施について 請願 実施しない 実施しない 実施しない 実施しない

上記選択の理由

基本的に願意は書面に書いて提出し
ていただいた内容で判断したいと考
える。

必要に応じ請願者、紹介議員のいず
れかの出席を求める判断を委員会で
決める、従来のやり方で弊害はない
と考える。

これまで陳述を試行してきたが幾多
の問題が発出した。陳述の良き点も
見受けられたが、この事を捉え陳述
を行わず様子を見たい。

これまで試行的に意見陳述を行って
きましたが、効果を感じられません
でした。
必要と思われるものについて、参考
人招致を行う方が良いと思います。

陳情 実施しない 実施しない 実施しない 実施しない

上記選択の理由

基本的に願意は書面に書いて提出し
ていただいた内容で判断したいと考
える。

試行的に実施してきたが、審査の参
考にならず、効率的な審査の効果も
なく必要性がない。説明等が必要な
場合は参考人招致で対応する。

これまで陳述を試行してきたが幾多
の問題が発出した。陳述の良き点も
見受けられたが、この事を捉え陳述
を行わず様子を見たい。

これまで試行的に意見陳述を行って
きましたが、効果を感じられません
でした。
必要と思われるものについて、参考
人招致を行う方が良いと思います。

その他
ご意見

陳述は行わない代わりに、願意の補
足説明のための動画等の　添付を認
めても良いと考える。
※その場合は、制度について委員会
での議論が必要。


